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 タジキスタン国で防災ワークショップを実施 
 

2004 年 8 月 2～６日、アジア防災センター（ADRC）で
はメンバー国との共同プロジェクトとして「タジキスタン国
防災ワークショップ」を同国非常事態及び市民防衛省
(MoES)、国連タジキスタン災害危機管理計画事務局とと
もに同国首都のドゥシャンベにて開催しました。 

本ワークショップは国連開発計画危機予防復興支援局
(UNDP/BCPR)、国連国際防災戦略(UN/ISDR）、スイス
国開発協力庁からも支援を得て、ロシア語-英語の同時
通訳で行われました。参加者は、タジキスタン国政府の
防災行政担当者約 30 名のほか、同国内にある大学・研
究機関、国際 NGO、国連機関などから 10 名、合計 40 名
を数えました。講師は、タジキスタン国防災関係者、国連
機関、国際 NGO、スイス政府の防災協力事業担当者の
他、日本からは武蔵工業大学工学部建築学科の濱本卓
司教授（地震工学）、ADRC 主任研究員の角崎と羽鳥が
担 当 し ま し
た。 

プログラム
内容は、専門
家による講義
とグループデ
ィスカッション
の２種類を基
本とし、参加
者 相 互 の 意
見 交 換 に 重
点をおきまし
た。濱本教授には、地震による建物倒壊のメカニズムや
耐震性能向上の手法についての講義の他、地震防災と
タジキスタンの将来についての特別セッションでの基調
講演と進行役を務めていただきました。ADRC の角崎は
「総合的な防災政策(TDRM)」についての解説と阪神・淡
路大震災での教訓を、羽鳥は GIS を用いた情報管理とそ
の応用としてのハザードマップ作成方法と活用例につい
ての講義を担当しました。また、このような講義の他、本
年 7 月中旬のヴァルゾフ川沿いで発生した洪水・土砂災
害の被災地および 1989 年の地震と地すべりで 270 名余
が犠牲になったシャローラ村も視察しました。自らの目で
見た被災現場や地形、生活環境を踏まえての討議は、と
りわけ国外からの参加者にとってタジキスタンに対する理
解を深めるうえで役立つものとなりました。 

今回のワークショップは、タジキスタンの防災に関して、
多数の国内・国際機関が一堂に会して直接議論を交わし
た初めての機会であり、通常のセミナーやアンケート調査
では判明しにくいさまざまな問題点が浮き彫りとなったこ
とに特徴がありました。とりわけ、同国の関係省庁や研究

機関が所有する様々な災害関連データについては、組
織間での連携の重要性が強調されました。今回のワーク
ショップが、タジキスタンの防災能力向上の契機となるこ
とが期待されます。 

なお、この件に関するお問合せや質問は、角崎
(tsunozaki@adrc.or.jp)または羽鳥(hatori@adrc.or.jp)まで
お願いします。 
 
 第13回世界地震工学会議：バンクーバーで開催、 

アジア防災センターが参加・論文発表 

 
2004 年 8 月 1～6 日までカナダのバンクーバーにおい

て、第 13 回世界地震工学会議が開催されました。同会
議は４年毎に開催される地震工学分野における世界最
大の国際会議で、数千編におよぶ各種研究論文が発表さ
れました。各セッションでは、最新の研究成果に対して
活発な議論が行われました。 
アジア防災センタ

ー(ADRC)からは主
任研究員の栗田が同
会議に参加、「社会・
経済的問題」のセッ
ションにおいて「ト
ルコ主要都市の地震
リスク評価」という
題名で論文発表を行
いました。同著者ら
は、トルコの主要 3 都市(アンカラ、イスタンブール、
イズミール)における地震リスクを評価しました。本研究
の結論は、イスタンブールに大地震が発生した場合、甚
大な被害が予想され、それはトルコの経済・財政に深刻
な影響を及ぼすことと、建物への耐震補強策が人的被害
と経済的損失を軽減させるのに有効であることです。加
えて、安価な耐震補強法開発の必要性も強調しました。 
なお、この件については、栗田（kurita@adrc.or.jp）

までお願いします。 
 

 国際防災ポスターコンクール作品募集のお知らせ 

 
2005年１月18～22日に兵庫県神戸市で開催される国

連防災世界会議を記念して、国連では現在、16 歳以下の
児童・生徒を対象とした国際防災ポスターコンクールを
行っています。 
応募締め切りは 2004 年 10 月 20 日です。詳しくは，

アジア防災センターのホームページ（http://www.adrc.or.jp/ 
top_j.php）をご覧ください。 


